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目的:  

スーパーコンピューティング国際会議（ＳＣ０８）が、２００８年１１月１５－２１日に、テキサ

ス州のオースティンにて開催され、埼玉工業大学ほかは研究展示を行った。主たるテーマは、（１）

３次元可視化とその教育への応用、および（２）ＣＡＶＥ研究会で得られた成果、であった。これ

らについて報告する。 

 

方法:  

スーパーコンピューティング国際会議においては、先進的なシミュレーションについて、その環境）

ハード、ソフト、ネットワークなど）の開発、その応用の事例などについて、論文発表（口頭、ポ

スター）、研究展示、企業展示などにより発表される。教育コースもある。また、年に２回の高速計

算機の性能ランキングの発表（６月、１１月）のうち、１１月分はこの会議の最中に発表される。 

 埼玉工業大学と埼玉大学は、１９９４年以来（１９９６年を除いて）研究展示を続けてきた。大

学における研究、教育用のＣＡＶＥの導入（埼玉大学は２００１年３月、埼玉工大は２００３年５

月）にあわせて、ＳＣでの研究展示にもＣＡＶＥによる研究・教育での活用も報告して来た。 

 

結果:  

今回の研究展示の様子を図１、図２に示す。ブースの大きさは、あわせて１０フィート×３０フィ

ートであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究展示に用いたポスターの例を図３に示す。今回は、縦長に印刷を行った。ポスターの掲示パネ

ルにサイズは、横９２ｃｍ、高さ２４０ｃｍほどであったため、これにあわせて作成、印刷を行っ

た。図３においては、可視化の教育への活用事例のひとつを示している。科学技術振興機構により 

   
図１ 研究展示のブース             図２ 説明 



 

 
 

 

 
 

図３ ポスターの例 
Visualization For Education 

主催され、埼玉工業大学において実施された 

高校生のためのサマーサイエンスキャンプ 

「バーチャルリアリティを活用した３次元可視

化・触感の理科実験」 

の結果について報告したものである。 

 このほか、大学における実習の中でのＣＡＶＥ

の活用、ＳＰＰ（サイエンスパートナーシッププ

ロジェクト）のなかでのＣＡＶＥ活用なども報告

した。 

 ＣＡＶＥへの表示は、主にＡＶＳによってい

る。このため、通常の講義や公開講座などにおい

ても、ＣＡＶＥ表示と同一のコンテンツを、ＰＣ

モニターやプロジェクタ出力に表示でき、１面型

の３次元可視化とＶＲによる立体的な３次元可

視化とを、比較して直ちに示すことが出来る。 

 ３次元コンテンツは、シミュレーションの成果

のみでなく、図３に示されたような断面写真の３

次元積層化データ、３次元ＣＧ・アニメーション

など、実習の中で自作したものも用いることが出

来た。 

 

結論: 

３次元可視化の教育への応用、およびＣＡＶＥ研

究会の成果について、ＳＣ０８において研究展示

を行い、情報発信を行うことが出来た。 
 研究展示などを通じて、国内外の研究者と情報

交換も行うことが出来た。 


